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新年のごあいさつ 

全国公立高等学校事務職員協会 会長 菊地 隆 

あけましておめでとうございます。 

 コロナ禍中、終息を願いつつ、新年のごあいさつならびに

お見舞いを申し上げます。なかなか、会員の皆様にお会いで

きず、とても残念に存じます。晴れてお目にかかれる日が来

るのを、心より楽しみにしております。くれぐれも皆様お身

体に気を付けてお過ごしください。 

さて、新型コロナウイルス感染症拡大防止の側面から、やや見切り発車的に動き出し

た、ＧＩＧＡスクール構想ですが、インフラの整備が先行していると感じます。しかし、

教育現場は、朝の生徒の欠席連絡を電話で受け、授業では黒板に板書をするなど、相変わ

らずアナログなロジックで動いています。これは、扱う対象（児童・生徒）が人間である

以上、その根底は変わらないと考えます。それでも、せっかく整備された学習環境を、絵

に描いた餅にしないため、アナログとデジタルをうまく調和させる必要があり、学校事務

職員であるから関われることがあるはずです。 

高等学校では、新しい学習指導要領も始まります。文部科学省のＨＰには「学校で学ん

だことが、明日、そして将来につながるように、子供の学びが進化します。」と書かれて

います。子どもたちの輝かしい未来は、私たち大人の成熟した未来でもあります。どちら

の立場でも、将来に希望の持てる世の中であってほしいものです。 

202２年は壬寅（みずのえとら）。「厳しい冬を越えて、芽吹き始め、新しい成長の礎

となるイメージ」といわれているようです。自粛生活の中で芽吹いた、いくつかの若芽が

それぞれの成長を覗かせる。そんな一年になるよう祈念いたします。 

本年も本会活動にご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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令和３年度 

第２回全国理事会報告 

期日：令和３年１２月２２日（水）  

書面及びメールによる開催 

12月22日（水）メールを利用して第２回全国理事会の書

面表決が行われた。今年度も新型コロナウイルス感染症拡

大防止の観点から参集しての開催は見送られた。なお、全

国理事会に先立って行われた第２回常任理事会全体会は、

各支部長等の出席によりオンラインで開催され、いずれも

すべての議案について承認が得られた。また、第２回全国

理事会では、全39協会長から書面表決書が提出された。 

＜報告事項＞ 

○協会の活動状況及び情勢について 

令和３年～４年の主な活動内容と今後の活動予定につ

いて報告を行った。主な内容は、第 73 回全国研究大会

（愛知大会）のオンデマンドによる開催報告、予備費に計上

された新型コロナウイルス感染対策のための予算執行、令

和３年度事務職員研修会のオンライン開催及び令和４年

度に群馬県高崎市で開催予定の第 74 回全国研究大会

（群馬大会）への協力要請などである。なお、文部科学省

職員と各支部長との対談の実現について、令和４年度の開

催に向けて引き続き調整を行っていくことなども合わせて報

告されている。 

○第１回全国理事会及び総会について 

 全国理事会を令和３年７月 30 日、総会を令和３年８月

16 日に書面により開催され、議案は賛成多数で可決され

たことなどが報告された。 

○第73回全国研究大会の決算報告等について 

 第 73回全国研究大会（愛知大会）は、初めてのオンデ

マンド方式で開催され、想定を上回る 885名が参加して開

催された。収支決算は、暫定版として内容が説明された。

（収支決算書（確定版）は３ページに掲載） 

○全国調査について 

  昭和 51 年度から 46 回目の調査となり、今年度は学校

総数 3，183校で昨年度比でほぼ変化はなく、事務職員数

もほぼ同様に推移していることなどが報告された。（全国調

査は全国協会要覧に掲載） 

○全国協会事業推進のための新型コロナウイルス感染症

対策ガイドラインの一部改正について 

追記あるいは表記の修正等の改正が報告された。 

＜審議事項＞ 

○第73回全国研究大会優秀研究発表者表彰について 

  ３件の発表が最優秀に準ずるものとして承認された。 

○第73回全国研究大会研究発表者特別表彰について 

  ２年に渡る研究活動が、特別表彰として推挙され５グル

ープ（人）の表彰が承認された。 

○令和４年度第１回全国理事会等の日程について 

  令和４年７月 27 日（水）群馬県高崎市「エテルナ高崎」

での開催を提案し、承認された。 

○第74回群馬大会並びに総会の日程について 

  以下のとおり提案され、承認された。 

・期 日：令和４年７月28日（木）～29日（金） 

・日 程：28日 12:30～16:20（総会終了17:30） 

       29日  9:30～16:30 

・会 場：Ｇメッセ群馬（群馬県高崎市） 

・全体会：記念講演 

   演題 「未定」     講師  第 134回芥川賞受賞 

                      作家  絲山 秋子 氏 

＜連絡事項＞ 

青森県協会長の異動、大阪市立高校の府立移管に伴 

う大阪市協会の解散、新型コロナウイルス感染症対策ガイ 

ドラインの見直しの予定などが報告された。なお、愛知大会 

収支決算は、後日確定内容が報告される予定である。 



3 

 

 

収 入 決 算 額 6,726,204 円

支 出 決 算 額 6,726,204 円

差 引 残 高 0 円

収入の部 （単位：円）

予算額 決算額 増減 摘要

3,200,000 3,540,000 340,000 参加費　4,000円×885名

4,000,000 3,086,147 -913,853 全国協会本部

100,000 100,000 0
（公財）日本教育公務員弘済会愛知支部　80,000円
（公財）愛知県教育振興会20,000円

0 57 57 預金利息

7,300,000 6,726,204 -573,796

支出の部 （単位：円）

予算額 決算額 増減 摘要

210,000 141,984 68,016

旅費 0 0 0

会議費 150,000 140,884 9,116 会場使用料等

消耗品費 10,000 0 10,000

通信運搬費 10,000 1,100 8,900 振込手数料

使用料及び賃借料 40,000 0 40,000

7,060,000 6,584,220 475,780

旅費 650,000 595,905 54,095 次期開催県引継ぎ会等

会議費 180,000 177,561 2,439 試写会等会場室使用料

消耗品費 375,000 294,025 80,975 大会運営消耗品、記録用映像(DVD)作成

食糧費 5,000 0 5,000

印刷製本費 800,000 630,740 169,260 大会要項・研究集録印刷

通信運搬費 500,000 431,894 68,106 各種資料等郵送料、振込手数料

使用料及び賃借料 1,500,000 1,427,500 72,500 会議室使用料（キャンセル料）、動画撮影用会場使用料等

報償費 50,000 50,000 0 講師謝金

委託料 3,000,000 2,976,595 23,405 動画配信作業委託料、旅行取扱業務委託料

30,000 0 30,000

7,300,000 6,726,204 573,796

予備費

合計

雑収入

合計

科目

大会準備費

大会運営費

補助金

第７３回全国公立高等学校事務職員研究大会(令和３年度分）収支決算報告書（確定版)

科目

大会参加費

負担金
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 本部活動報告  

○常任理事会（定例会） 

11/12 クリアビューゴルフクラブ＆ホテル（千葉

県野田市） 

第２回全国理事会について 

事務職員研修会について ほか 

12/9  群馬県立館林美術館（群馬県館林市） 

第２回全国理事会について 

事務職員研修会について ほか  

12/10 群馬県立館林美術館（群馬県館林市） 

第２回全国理事会について 

第 74 回全国研究大会について ほか 

○第２回常任理事会（全体会）          

11/2４ リモートにより実施 

第２回全国理事会の運営について 

  ○第２回全国理事会 

12/22 書面により実施    

○第 74 回群馬大会第１回合同打合せ会 

12/10 群馬県立館林美術館（群馬県館林市） 

 

 お知らせ  

１月 12 日は、Ｗｅｂ会議システムを用いた同

時双方向通信によるオンラインの事務職員研修

会です。１月７日には、模擬研修が実施されま

す。スタッフ一同準備を整えて臨みたいと思いま

す。 

 

 編集後記  

令和３年度第 73 回全国研究大会は、オンデ

マンドによる動画配信により開催されました。参加

者 885 名。愛知県実行委員会の皆さま２年間の

準備ありがとうございました。 

上毛かるた(じょうもうかるた)は、1947 年に発

行された群馬を代表する郷土かるたです。全 44

枚あり、群馬県の名所旧跡や輩出した人を札とし

ています。ちなみに『上毛』とは群馬県の古称で

す。 

翌 1948 年には第１回上毛かるた競技県大会

が開催。 毎年１～２月が上毛かるたのシーズンで

あり、群馬県内の子供たちは１月予選大会、そし

て２月の県大会に向け、冬休みを利用するなどし

て練習に励むのが普通です。  

その為、子供時代を群馬県で過ごした人は、か

るたの読み札をほぼ暗記しています。  

表紙の写真は「草津温泉湯畑」です。 ここで札

を読みあげます。 

草津よいとこ薬の温泉（くさづよいとこ くすりの

いでゆ） 

草津温泉は白根山のふもと海抜 1,400m の高

所にある風景美しい別天地であり、昔から特殊の

泉質で有名です。 

兵庫県の有馬温泉、岐阜県の下呂温泉に並

ぶ日本三名湯の一つにあげられ、毎年数多くの観

光客が訪れています。 

次号の「協会ニュース」は群馬大会について特

集します。（舩津） 

 

○全国協会 HP アドレス 

  http://zenjikyo.jimdo.com/ 

○「協会ニュース」についてのお問い合わせ 

 ご連絡は次の広報部編集担当まで 

・茨城県立水海道第二高等学校／柴﨑 

電話 ０２９７－２２－１３３０ 

FAX ０２９７－２２－５４８９ 

Mail sibasaki.seiji@post.ibk.ed.jp 

・群馬県立前橋東高等学校／舩津 

電話 ０２７－２６３－２８５５ 

FAX ０２７－２６３－２５２４ 

Mail f-mariko@pref.gunma.lg.jp 

・群馬県立太田工業高等学校／澤田 

電話 ０２７６－４５－４７４２ 

FAX ０２７６－４５－５１５８ 

Mail sawad-kaz@pref.gunma.lg.jp 


